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イギリスにおける杜会認識教育の一断面

申等学校における歴史教育を申心にして
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　序　　言

生徒の杜会認識を育成する方法には，アメリカに代表される足～杜会科（Soc1a1Stud1esγ9の

ような統合的教科を通しておこなうものと，イギリスに代表される地理科，歴史科等の分化し

た諸教科を通しておこなうものとの二つがある。日本は，前者の方法を採用しているが，社会

科成立以後のその歴史をふりかえる時，杜会科の改訂に際しては，統合よりむしろ分化の方向

が強調されたといってよかろう。このような傾向を反映して，分野別学習強化の是非，地理科

や歴史科へ独立論等，社会科の存廃をめくる重大な論争さえ発生し，しかも現在，解決された

とは言い難い。杜会科の基本的性格をめぐる日本の今日的状況を考える時，一方の極にあるイ

ギリスの杜会認識育成方法の研究は，我々に多くの示唆を与えるものと確信する。

　本小論は，イギリス（主としてイングランド）申等学校における歴史教育をめぐる諸理論の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注（1）
特質を解明し，イギリスにおける社会認識教育研究の第一歩とすることを目的としている、

　研究方法としては，資料的には，4や5に代表される現場レウエルでの資料，1や11に代表

される学界レウェルでの資料，3や21に代表される教育行政レウエルでの資料という二方面の

資料からアプローチし，各歴史教育（学習）理論に，歴史の定義，歴史（科）の構造，教育に

おける歴史（科）の価値，歴史教育の目的，実践例とその検討という五つの分析視点を設定，

検討し，その理論的特質を解明していく方法を採用した。なおGenera1Stud1es論，Soc1al

Studies論に対しては，これらの理論の独自性と特異性を考慮して，上記の分析視点の適用を

避け，第四早と第五章で別途に考察する、

第一章　年代史学習論に立脚した歴史教育

　この章で考察する年代史学習論とは，イギリスの歴史教育関係の著書申，ChrOn01og1Ca1

apProac11（method），comentma1apProach，あるいはtrad1tma1apProach等の名称で

呼ばれている，歴史学習を支える考え方（理論）の総称である、この理論は，一人の人物があ

る時期，ある特定の論文や著書で提唱したものとは違い，長年の歴史教育実践の申で，おのず
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と形成され，意識的体系（理論）化こそなされなかったが，暗黙のうちに広く承認されている

ものである。この年代史学習論は，歴史学者や歴史学を専攻した申等学校教師の圧倒的支持を

背景に，申等学校における歴史教育の現場で，今もなお正統論的地位を堅持している。特にこ

の傾向は，グラマー・スクール（以下パブリック。スクールもこれに準ずる）のアカデミック

な歴史教育において顕著である、

1　年代史挙習論の理論的性格

　1　歴史の定義

　年代史学習論の歴史の定義として，「歴史とは，コミュニイテイを発達（de∀e10pment）叉

は進化（e∀o1ut1on）として物語ったものである」　（1，127）とか，あるいは，「歴史は，現在

の起源（or1gm）とその発達（deye1opment）を究明することである」（1，127）をあげること

ができる。これらの定義から明らかなように，歴史の展開を発達や進化とみなし，歴史の諸事

象間の連続的側面を重視するのが，この学習論の特色である。それ故，ある特定の時代や期閻

を歴史の流れの申から選択して学習する事は，歴史学習の本義にそむき，かつその主要な機能

の遂行を妨げるという見解に到達することになる。

　2　歴史（科）の構造

　歴史展開における連続的側面を強調すれば，次の如く主張する事も可能である。足ミ人間の持

つ経験は連続的であり，太陽のもとで新しいものは何もない。歴史上における人間の諸々の行

為，出来事，制度は，以前行なわれた何らかの結果である。人間の行為や事件は，遇去の産物

であり，遇去によって規定される”と。また，歴史展開における総合的側面を強調して，足更い

かなる歴史上の出来事も，他から孤立的でなく，相互関連的である。歴史上の　事件にさえも，

政治，経済，杜会，宗教，科学技術上の複雑な諸要因が関連している”と主張する人も多い。

　年代史学習論は，歴史のもつ連続的側面を強調し，「歴史のもつ連続性は，歴史のシラバス

（sy11abus）が論証し，強調すべき事である……申略一・発達や進化を理解させるためには，

歴史の連続性を例証する必要がある。それ故，我々は，歴史を個々の時代に切断し切り離して

はいけない」（1，126～127）　とする。この考えは，「スチュアート時代を学習する以前には，

必ずチューダー時代を学習していなければならない」（1，137）という歴史学習の順次性の主

張となり，古代史への低学年の興味，近代史は複雑で申学年から理解か可能等の主張と結合し，

古代から始まる年代史的歴史学習の理論的根拠となる。

　年代史学習論は，また，「歴史を，経済史，政治史，杜会史，宗教史等に分割し考察することは，

人工的である。これらを避ける程，生徒の知識を統合（1ntegrate）でき，人間の遇去についての

より良き理解を与える事ができる」（2，14～15）として，歴史の持つ総合的側面をも強調する。

　以上からも明らかな如く，この年代史学習論は，歴史の連続性と総合性を共に満足させよう
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とする、この歴史（科）の構造観から導びかれる歴史学習は，より長期（連続的）に，より幅

広く（総合的に）という事になり，限定された歴史学習の時間内では，結局どちらも不完全に

しか満足させ得なくなるという危険がある。事実クこの学習論は（憧史を学習している99のだ

が，｛｛どんな歴史を学習しているのか妙が不明確になり，また，歴史を万遍無く（無、思図的に）

学習するため，興味や関心，生徒の能カを越えた事柄の学習を強要し，教師の講義申心による

“浅い，表面的な’2学習しかできず，学習者に，歴史学習に対する嬢悪さえ発生させた。エラ

学習論や発展系列学習論の成立も，この辺に原因があるといえよう。

　3　教育における歴史（科）の価値

　教育科学省（Department　of　Educat1on　and　Sc1ence）は，教育における歴史（科）の価値

に関する考え方において，年代史学習論と発展系列学習論は基本的に同じであるとする、すな

わち，これら両学習論は，歴史は，発達や進化を通して，生徒に伝統や遺産（heritage）を例

証，伝達できるが故に教育において価値を持っているとしている（3，15～16）、

　また，歴史教育理論における指導的人物であるバーストシ（W．旺Burston）も，教育にお

ける歴史（科）の価値観には，（イ）生徒に，現在についてのより良い理解を与えるために価値

がある，（口）現在に与えるコントラスト（C㎝traSt）のために価値がある，（ハ）杜会の発展法

則を例証できるために価値がある，とする三つがあり，年代史学習論と発展系列学習論は，け）

の価値観に立脚したものであると要約している（4，1～4）。

　4　歴史教育の目的

　教育科学省は，伝統的年代史学習論のもつ目的観として，学習者への　け）道徳的訓育と炉）遺

産や環境についての伝達。教授をあげている（3，13）。しかし，これらは，この学習論独自の

目的とは言い難く，歴史教育論共通の礎石ともいうべきものである。事実，年代史学習論に好

意的見解を持つ申等学校教員連合会　（Incorporated　Association　of　Assistant　Masters　in

Secondary　Schoo1s略称I．A．A．M）は，年代史学習法は，生徒に歴史の流れを理解させる

に必要な，真の時間意識　（the　true　sense　of　tme）を得させる唯一の方法である　（5，30）

とし，この学習論の第三の目的ともいうべき艮くタイムセンス妙の育成をあげている。

　5　実践例とその検討

　グラマー・スクールの4分の3が従っている（3，11）　といわれる年代史学習論に立脚した

典型的シラバスを示せば，概ね次のとうりである。
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第一学級（11～12才）　先史，古代文明，申世史

第二学級（12～13才）　チューダー朝，スチュアート朝

第三学級（13～14才）　イングランド18世紀史（アメリカ史，

　　　　　　　　　　大英帝国史，ある場合には，18世紀ヨ

　　　　　　　　　　ーロッパ史との関違を保ちながら）

簑：l1二11；：／焉綴毒リ麿きアぎ）リ艦

　一年間で「歴史」を学ぴ終るのではなく，出来事の発生の系統（時間的系列）に従い，学年

が進むにつれ，古代から順次，連続的に学習し，学習年代の上限は、せいぜい1914年の場合が

多い。この学習論への批判として，（イ）底流に自国の遺産を伝達しようとする意図があるため，

自国（国民）史の遇度の強調，（口）政治史申心となり，学習者の興味，能力，発達の無視，い現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注（2）
代史の軽視等が指摘されているが，これらを克服する努力もなされている。

皿　第六学級（Six飾亙⑪r㎜）における歴史教育

　第六学級とは，クラマー1スクールの学五学級（必修）を修了した生徒が，大学進学や知的

専門職への就職等各白の希望に応じて，引続きその学校に三年間を限度に存学し，高度の専門

的学習をする学級である。この学級での歴史教育は，第五学級までのそれとは性格を異にして

おり，以下に考察する如く三種類に類形化ができる、

1　歴史学科への大学給費入学（Open　Scho1arsh1ps）試験のための歴史教育

　この試験に合格するためには，長期にわたる高度の歴史学習が必要とされる。この種の歴史

教育の対象は，将来，大学で歴史学を専門に研究しようとする生徒である。彼らは，第六学級

を，「学校（Schoo1）と大学間の移行期間（trans1t1on）」（8，8）と考えており，それ故，こ

の種の歴史教育は，「大学での歴史研究への橋渡し」（5，82）　という古典的な目的を依然とし

て堅持している、

　この種の歴史教育の特色を明らかにするため，Scho1arsh1p試験とG．C　EのAレヘル

（Adyanced　Leve1）試験との相違を示そう。厳密な区別は困難だが，理念的には，後者が，

歴史学習の達成（arch1evement）や成就（Perfomance）の度合をみる知識テスト的側面が強

いのに対し，前者は，歴史家となる見込み（promise）や素質をみる能カテスト的側面をも

つ（2，176）。「Scho1arsh1pは，大学での三年間の歴史研究の後，歴史学の学位（a　good

honours　degree）を得る見込みをもった第六学級生徒を発見することを目的とする。それ故，

試験は，探求的（searchmg）なむつかしいものとなる。試験官は，どれほど多くの知識を知

っているかではなく，知っている知識をいかに処理するかに関心をもつ」（8，8）という記

sokyu
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述に，この試験の性格及びその準備のための歴史教育の内容を推察することができる。

　この種の歴史教育の指導原理は，その目的に従い，「白ら考え，歴史的に思考する能力」（8．

8）を育成する事であり，そのため3年間にわたる連続的トレーニングが必要とされる　（8，

9）。生徒は，専門雑誌であるH1storyやEng11sh　H1stor1ca1Rev1ewを読んだりバワイマ

ール共和制の崩壊について”の主題のもとに論文を書いたり，教師の指導のもとに，自主性を

もった歴史学習ができるよう配慮されている（5，72，81～84）。

2　G　C．E（Genera1Cert1f1cate　of　Educat1on）試験のための歴史教育

　この種の歴史教育が対象とする生徒は，歴史におけるAレヘル試験に合格して，大学に進学

しようとする者や，Aレベル試験合格を必要とする知的職業に就職しようとする者である、歴

史学協会（H1stor1ca1Assoc1at1on）は，この種の歴史教育の目的を、「歴史的知識の収得より

はむしろ歴史的思考（h1stor1ca1thmk1ng）の訓練」（8，5）に置いている。前種の1のタイ

プの歴史教育と，この種の2のタイプの歴史教育との質的差異を強調したきらいがあるが，前

者は後者を一層徹底させたものとして理解するのが適切であろう、

　ここでいう歴史的思考について述べよう。これは，コミュニイテイのユニークさを考察する

第一段階と，コミュニイテイを歴史的な展望（perspect1ve）の申に考察する第二段階からな

る。第一段階で必要な能カは，（イ）想像カと（口）過去の生活を解釈し説明する倉白力である（8，6）。

第二段階で必要とされる能力は，りある時代を歴史の流れの申に位置ずけ，それを解釈し理解

する能力といってよかろう。

　この種の歴史教育の指導原理は，「幅広い知識をもって，　ヨーロッパ史や英国史のアウトラ

インの申に，一つの限定された期間を学習させ」（8，7），そうして，「生徒に批判と援助を与

えながら，生徒自らが，知識を獲得，消化できるよう指導する」（2，170）事である。　1のタ

イプの歴史教育と同様，生徒の自主性を重視した歴史学習が展開されている。

3　第六学級理科系生徒（Sc1ence　S1xth　Fomer）のための歴史教育

　「生徒が第六学級に進むと，彼らは，専門家（spec1a11st）の卵となる。　申略　彼らの学

ぶ教科は，専門に関する二，三の重要教科に隈定される。」（9，73）　この事からも明らかな如

く，イギリスは，第六学級段階からの早期の専門化（spec1a11sat1on）を国民的信念としてき

た。しかし，最近，大学と学校の双方から，この信念に反省が加えられており（5，85），過度

の専門化を是正する種々の努カがなされている。これは，第六学級理科系生徒への歴史教育の

導入という形で顕著に現われている、これまで，彼らに対する歴史教育の必要性は認識されて

いなかったのであるが。「未来において，技術的，管理的，政治的，道徳的方面で重要な指導

的地位を占めるであろう」（10，7）彼らに，文科系教科（cu1tura1subject）の一つとして，
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歴史を教える必要性が強調されつつある。この傾向は、歴史という教科を通しての歴史教育の

導入と，Genera1Studiesという教科を設置しての歴史教育の導入という二つの方法を通して

なされている。ここでは，前者の方法のみを考察する。

　「どの歴史家も，良くハランスのとれた政治史コースが，市民（C1t1Zen）としての理科系

生徒に対して持つ価値を否定しないし，多くの科学者も，その価値を承認している」（3，70），

「History　Six†h　Fomでは，通常の学習コースで，政治教育（Po1itica1education）がなされ

ているが，Sc1ence　S1xth　Fomでは，いかなる政治教育もなされていない」（3，71）という

引用からも明らかなように，この種の歴史教育は，未来のリーダーとしての彼らを，知的バラ

ンスのとれた良き市民に育成しようとする政治教育的性格をもっている。歴史学協会は，この

種の歴史教育の目的を，歴史的思考の第段階の構成要素であるけ）想像力と，（口）遇去の生活を

解釈し説明する能力の訓練におき，りある時代を歴史の流れの申に価値ずけ，それを解釈し理

解する能力の育成は犠牲にされてもやむをえないとしている（8，10～12）。

第】章　イエラ学習（毘蝸A鯉醐脱h）議に立脚した歴史教育

　この章で考察するのはタリーブス（Marjorie　Reeves1905～）女史の提唱以来，Project法，

Per1od法，Top1c法，Patch法，興味申心（Centre　of　Interest）法と種々の名称で呼ばれ

（11，∀11），現在でも，歴史教育の現場で広く採用されている学習法である。イエラ学習とは，ケ

ンフリッヂ教員養成協会（Ca血br1dge　Inst1tute　of　Educat1on）のアシスタント・チューター

（ass1stant　tutor）であるカーペンター（P　Carpenter1922～）が，これまでの名称は不適切

であるとし，最近，改めて命名したものである。「生徒の活動を重視するこの学習法は，すべ

ての年令段階の生徒に適用できるが，とりわけ年少の生徒（yomger　pupi1）に適切である」

（11，54）と氏自ら述べる如く，この学習論は，初等学校からモダン・スクールを申心とする

申等学校の歴史教育にかなりの影響カをもっている。

I　イェラ挙習論の理論的性格

　1　歴史の定義

　イエラ学習論は，歴史を，「コミュニイテイの遇去の生活の想像的再構成（magmat1▽e

reconstruct1㎝of　the　past11fe）」　（1，127）と定義する。年代史学習論，発展系列学習論と

は著しく異なった定義をする背後に，歴史の断絶的，非連続的側面を強調，重視し，歴史の流

れから，遇去の一時代（era）を抜き取り，それを断代史的に学習しようとする意図を察知で

きる。また，この学習論が，歴史認識論上，遇去の模写，復元説に立つ発見理論の立場からで

なく，構成理論の立場から、歴史を定義つけている点注目されよう。
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　2　歴史（科）の構造

　イェラ学習論は，「連続的要素の意図的放棄」（1L38）を通して，歴史の断絶性と総合性を

強調する。この学習論は，「時代の申への歴史の分割は，人工的でも便宜的でもない。それは，

むしろ，歴史の本質的構造である」（4，8～9）という歴史の構造観に立ち，分割し，限定され

た一時代を抜き取り，その時代を，政治，経済，宗教，芸術，科学等と詳細に，深く，多面的

かつ総合的に学習する（11，61～62）。

　これらの背後に，歴史科を，深さ（depth），幅（breadth），長さ（1ength），すなわち，詳

細さ，総合性，連続性の順に優先されるべき三側面からなる三次元教科（three－dimentiona1

subject）と看したり（11，81～82），「総合教科（synthes1zmg　sub〕ect）である」（4，13）と

したり，あるいは，数学のように，加減乗除へという学習の順次性や，既習知識の積み重ねを

必要とする構造教科（structura1subject）ではないとする（11，27），この学習論独白の教科

観を確認することができる。

　3　教育における歴史（科）の価値

　イエラ学習論は，「過去の歴史は，現在に与えるコントラスト（COntraSt）のために，興味や

価値がある、過去は，現在と異なっており（d1fferent），我々が現在を新しい光の申に観る事

を可能にする」（4，2）として，現在のより良き理解のための比較・対照としての歴史にその

教育的価値をみい出し，年代史学習論や発展系列学習論とは，全く異質の価値つけをしている。

そしてこの学習論は，過去の歴史像の客観的イメージ化を求めて，ある過去の一時代とその問

題点に生徒を沈潜させ（4，5），「憧史のための歴史（History　for　its　own　sake）”学習，を

目的とはしないが，その精神的態度とし」（4，5），現在のより良き理解のための歴史学習を展

開しようとする。

　4　歴史教育の目的

　生徒が，自已の属する現代という時代についての批判的認識　（cr1t1ca1awareness）ができ

るように，遇去の時代を想像的に再構成する経験の場を与え，その時代に生きた人間として，

当時を冷静に認識させることが，イエラ学習論の究極の目的である（11，79）。そのため，遇

去の歴史は，「現代世界とどの様に異なっているかを発見させる比較学習のために使用」（11，

37）される。比較学習で得られた「過去に対する批評眼を，現在にも適用し，昔との類似や相

異を識別できる時にのみ，生徒は，現在を正しく認識することができる」（11，79）とし，現

在のより良き理解に連なるような歴史教育の目的をあげている。

5　実践例とその検討

カーペンターが推奨する四年コースの実践例（11，85～94）を示そう。
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第　1　学　年 第2学年 第　3　学年 第　4　学　年

①石器時代 ⑦ノルマ’ン人の到来 ⑬革命の時代Iブリティン ⑲エドワード時代の光景

②フアラオ治下のエジプト ⑧近東と極東 ⑭革命の時代1皿ヨーロッパ⑳権力を求めての闘争

⑧五世紀のアテネ ⑨チョーサーの頃の世界⑮革命の時代皿海外 ⑳1930年時代

④ローマとカルタゴ ⑩ルネッサンス時代 ⑯申期ビクトリア時代 ⑳第二次世界大戦

⑤ローマ時代のブリティン ⑪エリザベスー世時代 ⑰市民戦争期のアメリカ ⑳原子力時代

⑥アルフレツド王時代 ⑫宗教改革の時代 ⑱最盛期の大英帝国 ⑳原子力時代の英国

古代より現在に到る歴史から24個のイエラを選択し学習する。各イエラは，連続しておらず，

それらの隔絶期間は，昔程長く，現代に接近する程短期間になる。次に学習内容を，⑪エリザ

ベスー世時代を例にとり詳細に示そう。このイエラは，六つの学習分野から成る。

（1）家と家庭生活

　建築物，ホールと小屋，家具と備品，庭園，

　飲食物，宴会，喫煙，着物，流行，家庭生

　活，教育

（2）冒険と闘争

　船，発見航海，ドレークと船乗り、貿易，

　ウオルターローリ卿とバージニア，船員と

　兵士，武器，オランダ，戦争とスペイン事

　無敵艦隊

（3）宗教と反乱

　教会セッルメント，反宗教改革，フィリッ

　プニ世，エドモンド⑧キャンピオン，スコッ

　トランドのメリrジョン⑧クノッソス，

　清教徒，ユグノー，ヘンリー四世，アイル

　ランドの反乱

（4）町と田舎

　ロンドン，シテイコンパニィ，店，羊毛

　工業，徒弟，農業，囲い込み，浮浪者，

　救貧法，道路，宿屋，商人，市とマーケット

（5）芸術と娯楽

　シェクスピアと作家達，円形劇場，演劇

　と仮面劇，楽器，歌典，舞踊，鷹狩りと

　スポーツ，ビアガーデンと闘鶏，祭日と

　祝祭

（6）政治と制度

　エリザベス女王，女王の寵臣達，王室，

　宮廷，巡幸，女王の顧間官達，治安判事，

　刑罰

　　　　　　　以上（11，61）より

　各学習分野は，一つのトピック（主題）のもとに統一され，学習目的は明確である。生徒は，

教科書，参考書，専門書，雑誌，新聞，百科辞典，図書館，地方遺跡，博物館，郷土館等を利用

して，主体的，活動的に調査し，探求していく。このイエラ学習論では，何よりも深さ（詳細

さ）が優先され，学習者自らの深みのある歴史学習が目ざされる。そのためには，学習者の興

味，関心，年令及び能カに適したトピックのもとでの主題学習が必要とされる。そのようなト

ピックを追求する目的学習の申で，始めて全我的精神の集申を伴う深みのある歴史学習が可能

となるのである。またこの学習論は，生徒の主体的，活動的な調査，探求を通してのみ「いか

にして知識を探求するのか（How　to　search　for1nfom，ot1on），いかにその知識を解釈するか

（How　to　mterpret1t），いかにその知識を表現するか（How　to　express1t）の三つの重要

な技能（sk111）」（9，44）を収得させうるとし，知識（内容）と共に方法を，結果だけでなく，

sokyu
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生徒自らの努力する過程，思考する遇程を重視している。

　現代理解のための歴史学習，学習者の興味，能力，活動の重視，目的的学習への配慮，活動

的学習過程でのみ生徒は自ら多くの生きて働く知識や諸能力を獲得できるとする，いわゆる付

髄的，同時的学習　（COnCOm1tant1eammg）への注目という点からも，このイエラ学習論は，

経験主義教育論の上に構築された，問題解決学習の立場に立った歴史学習論と要約できよう。

同時に，このイエラ学習論は，限られた歴史学習時間内での膨大な歴史教材への直面という，

現場の切実な問題に積極的に対処した歴史教材精選の理論として注目されよう。

第＝章　発展系列学習（鐵皿鍋⑪f　Dev㊥亙o皿鵬斌A醐r⑪a曲）論に

　　　　立騨した歴史教育

　　　　　　　　　　　　　　　注（3）
　発展系列学習論とは，ジェフレィズ（M。γC．Jeffreys，1900～）によって提唱された，現

在のイギリス歴史教育の現場で広く採用されている歴史学習である。この歴史学習論は，1935

年から1939年にかけて，ジェフレィズがHistory誌上に発表した12と19の二論文，及び13と

18の二著書によって，イギリス歴史教育界に登場し，多くの注目をあぴ，いわゆる発展系列学

習という名称のもとに広く承認されている。この歴史学習論は，提唱以来，その理論的骨子を

ほとんど修正することなく，モダン1スクールを申心とするイキリス申等学校の歴史教育の現
　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注（4）
場で広く採用され，この学習理論に基ずく歴史教科書も発行されている、

1　発展系列学習論の理論的性格

　1　歴史の定義

　発展系列学習論は，歴史を，「地球上における人間の進化について，合理的に説明したもの

（the　reasoned　accomt　of　man’s　evo1ution）」（12，233）であるとか，あるいは「歴史とは，

社会の発展についての研究（the　study　of　soc1a1deve1opment）である」（13，16）と定義す

る。教育科学省は，発展系列学習論のこれらの定義は，年代史学習論の定義と本質的には同じ

ものであるという見解に立っている（3，16～18）。

　歴史を進化や発展のプロセスとしてみる彼は，「歴史は，全体として一つの意味（mean・ng）

をもっている一それは，あるすじ（p1ot）をもった演劇に類似している　」（14，472）と考

え，その意味ある「全体としての歴史的プロセスの解釈」（14，472）こそが，歴史を哲学する

ことであるとする。彼にとっては，「イザヤからツキジデス，へ一ゲル，マルクス，シュペング

ラー，トインヒーに到るまで，歴史とは，歴史上の実例を通しての歴史哲学の教授（Ph11os

ophy　teach1ng　by　examp1es）」（15，57）であるとされる。
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　2　歴史（科）の構造

　発展系列学習論は，歴史の総合性を犠牲にし，連続性を徹底的に強調する。歴史の総合性の

犠牲ないし放棄は，以下の記述からも明らかである。「学校において，歴史教材を拡大するの

は正しい。しかし，真の総合的な取り扱いは，実際的には不可能である。我々は，学習題目

（topics）の無限の多様さの申から選択しなければならない。」（13，29）「伝統的な歴史学習

の単位（m1t）は，時代（Per1od）である。しかしタ時代を全局面にわたって学習することは，

不可能である。」（13，28）「年代史学習論に基ずく伝統的歴史教育の根本的誤りは，政治的局

面の強調よりは，むしろ，時代を通しての総合的取り扱いが可能であると公然と表明している

ことである。」（13，30）次に，連続性の強調であるが，これは，「人間の経験からなる一つの

期間は，突然に終結することもないし，また，次の期間が突然に始まることもない。因襲的に

使用されている諸時代は，それ自体まったく偽りの分類カテゴリーである」　（13，20）という

記述から明らかである。以上の引用から，歴史を総合的に取り扱うことを理念的には肯定しな

がらも，限定された学習時間内では，総合性と連続性の両方を共に満足させるのは，現実的に

不可能であるとする考えを察知できる。

　彼は，歴史科のもつ困難性として，（イ）時間的隔絶性（re血、OteneSS　Of　tme）と空間的遠隔性

（remoteness　of　p1ace）の埋合わせのむつかしさ，（口）歴史は，成人の行為や思考法に関係し

ていること，い他教科に比べて，膨大な資料，教材に直面させられていることの三つを指摘し

（13，1～6），これらを克服するために，「生徒が学習する歴史コースの内容は，生徒が理解

でき，興味のもてるものでなければならない」（13，6）という原則を貫き，かつ，合理的な

選択原理」（13，28）を確立することが必要であるとする。

　生徒は，“何を学習しているのか？”の間に，炊歴史を学習しています’’と答えるのではなく

補送手段の発展の歴史を学習しています”（学習対象が明確に隈定されているため目的意識

をもった歴史学習が可能）と答えることができる、また，選択，限定された学習題目が学ばね

ているため，般深く，詳細に（限定された学習題目内では，かなり総合的に学習している），主

体的，活動的”に学習できる。

　3　教育における歴史（科）の価値

　　般に，発展系列学習論の教育における歴史（科）の価値観は，教育科学省やハーストンの

見解に代表される如く，年代史学習論のそれと本質において同一であるとみなされている。

　しかし提唱者ジエフレィズは，歴史は，物事を正しく理解するための方法的手段（発展的な

展望）を学習者に与えるために，価値があるとする彼独自の価値観を展開している。すなわち

彼は，「我々は，物事を歴史の発展的な展望（de∀e1opmenta1perspect1Ye）の申に観れぱみる

程，その意義をより良く理解できる。歴史学習以外の何物をも，この展望及びその申に物事を
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眺めようとする習慣的態度を育成できない」（13，16）と考えるのである。

　次に，生徒にそのような発展的展望を獲得させるための歴史学習の方法について論及する、

彼は，歴史へのアプローチの方法として，←f）歴史家以外のアプローチと雲（口）歴史家のアプロー

ヂ，の二つをあげる。「美術や医学を学んでいる人は，各自の問題点をより良く理解するため

に，美術史や医学史を学ぶ。歴史家以外のアプローチとは，このようにヲ彼らの特殊な問題を，

歴史的な発展の申に明らかにしようとする人の方法をいう。」（12，233）これは，歴史を手段と

する専門史学からのアプローチであ’る。炉）の歴史家のアブローチとは，「歴史とは何ぞや”

と歴史それ白体を一つのテーマとして歴史を研究している」（12，233）方法である。「歴史家

の研究領域は，前者のアプローチの如く制限されていない。歴史家は，人間の出来事について

の幅広い，全般的概観を達成しようと努カする」（12，233）にも明らかな如く，これは，歴史

を目的とする一般史学からのアプローチといえよう。

　彼は，以上の二つのアプローチをあげ，学校における歴史学習は，け）の歴史家以外のアプロ

ーチのもとに遂行されねばならないとする。歴史学習のアプローチは，「学習者が関心を持っ

ている事柄を，もっと良く知りたいという強い動機に裏づけられたものでなければならない」

（12，237）が，ピ）のアプローヂは，その動機が明確である。（口）のアプローチのもとに歴史学研究

をする歴史家志望の学生は，いつも，’歴史とは何ぞや”という疑問を持ち続けているのに対し，

け）のアプロrヂのもとで歴史学習をしている生徒は，「何を探求しているかについての明確な

目的意識」（13，26）すなわち，「いかなる動機から歴史を学習しているのか，いかなる歴史を

探求しているのかの問に対する明確な解答」（13，30）　をもっているのである。すなわち，（イ）

のアフOローチのもとで歴史を学習している生徒は，“どの様な歴史を学習しているのか？”と

いう間に対して（q1485年以来の歴史を学習しています”と答えるのではなく収我々は，人々は

どのようにして旅行したかを知るために，輸送手段の発展の歴史を学習しています刃と答える

ことができるのである（1，38）。歴史学習は，肌何のために”，炊何を”という学習の動機と対象

についての明確な把握のもとに遂行さ■れねばならないとする彼の主張は，学習者の学習意欲や

目的意識をもった学習の重要性を指摘したものとして注目されよう。また，歴史学習に際して，

（イ）のアブローチを採用する背後には、蚊学校における歴史教育は，歴史家の卵を養成する場で

はない9’という，（口）のアプローチを採用する年代史学習論への批判が横たわっているといえよ

う。

　4　歴史教育の目的

　ジエフレィスは，現代社会の特色の一つとして，急激な杜会変化に伴う「既成の価値基準の

動揺」（16，38）を指摘する。彼は，このような現代社会での教育のもつべき重要な仕事とし

て，「永続性ある価値と責任ある態度を伴った事首尾一貫した人生観（coherent∀iew　of1ife）

確立のための援助」（15，11）や、「生活していく上での信念（fa1th）　　行動のための有効
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適切な信念　　の獲得」（17，56）をあげる。そして，彼は，学校こそがこの仕事において最

も本質的な役割と責任をになっているとし（15，11），現代杜会における学校教育の位置と機

．能を明確に指適している。

　彼は，歴史教育の目的を，「実用的な知識の習得よりはむしろ，歴史的センス　（historica1

sense）の育成にある」（13，8）と要約する。以下，彼のいう歴史的センスについて考察する。

彼のいう足憧史的センズとは，歴史に対するRomanticな態度とPractica1な態度をふま

えたPhi1osophica1な態度のことである。すなわち，（イ）歴史を道徳的な訓育の手段とする

Romant1cな態度と，（口）歴史を実用的な聡明さ（sagac1ty）の訓練とみなすPract1ca1な態度

はパ樫史的センス”の重要な要素ではあるが本質的要素ではないとし，り連続（SequenCe）

でありヲ単なる偶然の継続（Su㏄eSSiOn）ではない，歴史のプロセスを解釈しようと努める

Ph11osoph1ca1な態度こそが，ミミ歴史的センス’’の本質であるとする（13，12～16）。それ故，

彼の歴史教育の目的である定憧史的センス’9の育成とは，「歴史の発展的な展望（de∀e1opme－

nta1perspecti∀e）の中に，歴史のプロセスを眺め，それを支配している基本的な諸原理（法

則）を絶えず推察する習慣的傾向」（13，16）を育成することであると要約できる。

　次に，彼のいう歴史のプロセスを支配する基本的な諸原理について述べよう。彼は，9才の

生徒がミ翰送手段の発展’3というトピックのもとで，ロンドン市のバスの歩みをその初期から

発展史的に学習している例をとって，次のような諸原理をあげている（12，240）。

　（イ）物事は・常に試行錯誤を繰返しながら発展していくという原理

　（口）変化しようとする事物に対しては，絶えず伝統の障害が存在しているという原理

　い変化するものは，本質的な目標（この場合は，バスの安全性と迅速性）に向って，自ら率

　　先的に適合していくという原理

　H変化の割合は，現代に近ずくにつれ，加速的に増大してきているという原理

　㈱デザインは，次第に単純化してきているという原理

　彼は，一つの意味をもった発展としての歴史のプロセスを支配する諸原理の理解を，歴史教

育の目的とすることにより，日々の授業を通して，歴史を解釈し，説明する能力を養い，いわ

ゆる歴史的な見方，考え方を育て，終局的には，彼の主張する蚊首尾一貫し「た人生観”や足惰

念ψの確立という教育目的に答えようとするのである。歴史のプロセスを支配する諸原理の理

解をめざす彼の歴史教育論は，今日いう歴史的概念形成のための歴史教育論として注目される。

　5　実践例とその検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注（5）
　ジエフレィズは，この学習法は，初等学校や申等学校を問わずタまたグラマー・スクールや

モタン・スクールの学校種別を間わず，必要な修正を加えて，9才以上の全生徒に適用できる

と主張する。次に，提唱された当時のモダン。スクールの実践例を示そう（18，12～59）。

sokyu
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第一学年（11～12才）

　　　　3ケ年で6コース：1コース6ケ月

　I　前期　　世界の探検

　　　　　　1コースは20レッスン：40時隈

　　（1）古代の人々　（2）海と海路　（3）新しいヨ

　　ーロッパ　（4）申世（5）新しい世界　（6）狭

　　くなる世界

皿後期機械の進歩1

　　（1）書物　（2）機械と蒸気　（3）電気　（4）ガソ

　　リンエンジン

第二学隼（12～13才）

　皿　前期　医学と衛生学

　　（1）外科医学　（2）内科医学　（3）病院　（4）下

　　水と排水　（5）水の供給

　1V　後期　　政　　　治

　　（1）議会，法律の制定，税金　（2）地方政治

　　（3）司法　（4）警察

第三学年（13～14才）

・前期1産業と労働1

（1）世界的貿易（以下詳述，筆者注）

　⑧世界の遠隔地の相互依存　⑧冒険的

　　な初期の商取引　⑧帝国貿易

　⑧銀行と信用　⑧国際貿易

（2）市場と機械

　竃檀民地貿易　亀動カ源　亀労働条件
（3）大企業

　⑧競走と独占　⑧大企業と合併
（4）労働組合

　⑧労働組合の役割　竃労働組合の歴史

　⑧1850年から現在まで
（5）失業

　竃失業とは　雪失業の白然的原因

　⑧産業革命の結果　⑧世界恐慌の実際

　　と理由⑧失業対策

w後期1戦争と平和

（1）貿易における世界の一体性

　⑧世界の諸国の相互依存　⑧世界の出

　　入ロースエズとパナマ運河一

（2）政治における世界の一体性

　⑧諸国間のねたみと関税　⑧紛争の原

　　因　⑧1914～1918年の戦争の原因

　⑧アルサスローレン地方の鉄と石炭
（3）戦争：その遇去と現在と未来

　竃戦争とは何か　薗十字軍時代の戦争

　⑧クック船長時代の戦争　⑧現在と未

　　来の戦争

（4）世界平和への努力

　⑧国際法の思想　㊧キリスト教諸国，

　　米国，英帝国　壌ウイルソンと14ケ

　　条⑧国際連盟の働きとその弱点

　以上の実践例から，次の事が指摘できよう。

　け）歴史学習が蚊歴史的’’であるのは，学習内容ではなくその方法にある（15，58）とするた

め，人間生活の全領域が，歴史学習の対象となっている。

　（口）内容の構成には，学習者の年令，興味，能カが考慮してあり，その配列において，物質的

側面から精神的側面，制度的側面へ，具体的なものから抽象的なものへと，慎重な心理学的，

教育学的配慮がなされている。

　りしかし，ただ単に知的能カに劣るモタン1スクール生徒の興味，関心をひきつけるという

心理学的配慮ばかりでなく，そこには，生徒が社会に出て，杜会人，職業人として生活する

のに役立つという視点が堅持されている。最高学年（実践例の当時は3学年で，現在は第5学

隼の16才まで在学）で，大企業，労働組合，失業，国際杜会等の市民生活の身近な諸問題が取

り上げられているのがそうである。ここでは市民としての教育が，義務教育終了後直ちに社会

に出ていく生徒に重要な意味をもって考えられている。歴史教育は，最終学年段階で市民（公

民）教育に連なるものとして考えられ，日常の市民が直面する諸問題の申でとらえられている。
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1肛　発展系列学習論の提唱とその時代的背景

　次に，発展系列学習論の提唱と当時の教育学，歴史学との関係に言及したい、

　20世紀の初期から1930年代にかけてアメリカの新教育運動がイギリスの教育界に大きな影響

を与えた時期である（20，311～323）が、発展系列学習論提唱の基盤に，新教育の考え方があ

るのは明らかである。ジエフレィズは，「教育は，より少く記憶し，学習者自身の腕前を発揮

するより多くの機会が与えられる程健全である」（13，51），「…申略…最良の学習法は，子供

自らが経験できる場面に，彼らを直面させることである」（13，51），「　申略　教授のための

時間は，容赦なく切り捨て，発表のための時間は，増大されねはならない。このことが，結果

的には，より多くの事柄を学び，より良く教育される方法である」（13，84），「学校の歴史教

育の不満足な現状は，我々が，子供の興味と能カ（capac1t1es）との関係において，その学習

コースを限定するのに失敗している事にある。…申略…生徒の学習する歴史コースの内容は，

生徒にとって理解でき興味あるものでなければならない」　（13，6）と述べ，経験主義教育に

立った歴史学習論を展開している。

　学習者の興味と能カに基ずく歴史教材内容の構成を主張する彼は，その具／本例として，9～

11才の生徒には，輸送や家（住居）の発展という具体的トピックを，13～14才の生徒には，医

学と衛生学，戦争と戦争防止努力の発展等のより幅広いトピックを，17～18才のより年上の生

徒には，17世紀と18世紀における政治的自由と宗教的自由の関連，文化の活カ（cu1tura1

▽1ta11ty）維持に必要な　般的条件，国家論の発展等というより抽象的なトピックをあげてい

る（12，239）。生徒らは，このように，「目的的な学習ができるよう十分隈定されたトピッ

ク」（19，230）を，教師の指導のもとに，個人的，集団的，協カ的，活動的，主体的に学習し

ていく。学習した成果は，彼の教育観に従い，ノートブックの作製，劇化，模型製作，討論，

口頭発表等を通して活動的に発表される（13，82～88）。

　伝統的ヨーロッパ（西洋）史学の傾向として，（イ）国民主義（国民史）的傾向，（口）古代，申世，

近世（代）の三時代区分観，い自生的発達観に立脚した歴史（学）観の三つが指摘できよう。

彼は，（イ）と（口）に対して，「“Lme’’法では，　申略　生徒は常に《世界史”を学習している」

（13，38），「申世は，近代世界の出発のためきちんと終結したのではない」（13，20）と批判す

る。いの自生的発達観とは，ヨーロッパ史の発達の契機の申で，内部的契機のみに注目する，

具体的には，ヨーロッパ史は，ヨーロッパ内部の自已の力によってのみ発達したとし，ヨーロ

ッパ外世界からの影響を無視ないしは軽視する傾向をもつ歴史（学）観である。いに対しても

彼は，「生徒に，地申海以外の地域にはどんな文明もなかったと思い込ませてはならない。マ

ルコポー口やアラビァの科学の学習では，西洋が，いかに多くの恩恵をインドや申国からうけ

ているかを強調しなければならない」（18，12）として，これまでの　「歴史のプロセスの過度

の単純化」（13，20）の傾向を絨めている。
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Mは・「この間題は・積極的なアプローチによって，いSの時間表への包含によって解決さ

れなければならない。そして，歴史教師は，申心的な役割をになう者としてこの間題解決に貢

献しなければならない」（5，85）とその決意を表明している。

　未来のリーダーである第六学級の生徒は，「諸部門間の知識の関連を思考する機会や，幅広

い視野から・人間の諸問題を考察する機会」（5，85）　をもつことが必要であり，また，「杜会

の伝統と目標（a1mS）について教えられる必要があり，かつ，現代の主要な政治的，道徳的諸

問題に・知的判断（mte111gent　judgement）が下せるよう要請されている」（5，85）のである。

G・Sは・かくの如き使命をになって登場したのである。G・Sは，　般に，一人の人間による

コントロールが必要とされ，多くの場合，その任に歴史教師が選ばれている（5，86）。

　I　A．A・MはヲG・Sにおける歴史教育を，「G・Sというより大きな計画の一部」（5，86）

を分担するものと位置ずけ，その目的を，「歴史的な事実（facts）についての教授（1nstruc－

t1on）ではなく身歴史的なアプローヂについての教授である」（5，87）とし，内容（事実）よ

りはむしろ方法を収得させることにカ点をおいている。

　G・Sの指導原理は夕「歴史的な問題は複雑である。しかし，解決の希望がないわけではない

という気持（fee1ing）を生徒に与え，我々は，この段階において正しく答えるよりも，正し

い疑問（quest1ons）を発する事のほうが大切であること」（5，89）及び，「我々はたとえ不完

全であっても，判断を下したり，局部的であっても，解決をみつけだすことから逃れられない」

［1コ科学革命と西洋技術の発達

　　　⑧科学とは何か？　⑧なぜ，いかにして科学は現在の如く分化したか？

　　　⑧科学の主な杜会的効能は何か？

［2コ20世紀の世界（内容略）

［3コ時代のポートレイト（内容略）

［4コ世界史の諮局面（内容略）

［5コ比較研究
　　　1a）アメリカとソ連の政治，経済組織の比較

　　　1b1五つの革命の性質の比較一イギリス革命，アメリカ革命タフランス革命，ロシア革命

　　　　　　　　　　　　　　　　　申国革命

　　　（c）1550年～1660年事又は，1850年～1900年と現在の町の家庭生活の比較

　　　（d）世界における発展途上国の詳細な比較研究

　　　　　　インド、申国，インドネシア，アラブ共和国，アフリカ，ラテンアメリカ，ブラジル

　　　（e）19世紀ヨーロッパの民族主義と20世紀アソア・アフリカの民族主義の比較

［6コ政治思想と感情（emoti㎝）

　　　⑧一iSmの形成

　　　⑧杜会における白由と強制の問題

　　　箇ことばの意味の学習　　法，正義，自由、主権，義務，民主々義、ローマカトリックの審

　　　　問，プロテイスタノティスム，愛国心，民族主義，白由主義，資本主義，杜会主義，マル

　　　　クス主義，軍国主義

　　　⑧歴史家，哲学者，政家治，道徳家の人間問題へのアプローチの比較

　　　⑧歴史における証拠（evldence）の性質とその解釈についての考察

sokyu
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（5，89）という確信を生徒に与える事である。

　前頁に，成功裏に遂行された実践例（5，89～101）のテーマとその内容の若干を示した。

　I．A．A．lMは以上の内容を持った一年間にわたる週二時間程度のG・Sの学習を期待して

いる。歴史的，政治的内容を申心としながらも，経済，地理，哲学，宗教，科学等にわたる広

汎な領域の内容が含まれており，また，比較研究法や資料解釈法の学習も含まれている。

　ひSは，専門的な知識をもったスペシャリストであると同時に，全体的な見地から判断がで

きるジェ不ラリスト（9enera11st）として，イギリスをとりまく国際的，現代的，価値関係的

諸間題に適切に対処でき，歴史の理解者であると同時に政治の理解者でもある未来の指導者の

育成をめさし設置された教科といえよう。G1Sによる教育は，未来の有能な指導的市民を育

成する，市民（公民）教育であり，その申で歴史教育は，重要な役割を分担している、

第五章　ソーシャル・スタデイズ（So幽且．S如馳s）を通しての歴史教育

　イギリスの中等学校における杜会認識の教育は，伝統的に，地理科，歴史科という分化した

教科を通してなされてきた。しかし，この伝統に挑戦する杜会認識教育の試みが存在しなかっ

たわけではない。すなわち，第二次世界大戦前後，地理と歴史の二教科に公民（CiYics）を

加えた，Socia1Studiesコースの設置の試みがそれである、この様な統合的性格をもった

Socia1Studies（以後S．Sと略称）の教科設置の要因としてタ以下の三つが指適されよう（22，

8）。

　〔1〕1944年教育法の成立によって蚊すべての者のための申等教育（Secondary　Educat1on

For　A11）99が実現し，いわゆる三選抜方式（tripartite　se1ecti▽e　systelm）が採用され，モダン・

スクールが誕生したこと。モタン・スクールの疋定アカテミックでない（non－academ1c）92生徒

の教育においては，“実用性（Pract1ca11ty）’2と足ミ適切性（re1evance）’2が強調され，伝統的で

おもしろくなく，かたくるしい（book1sh）歴史科と地理科にかわって，S“が適切である

と主張されたこと。

　〔2〕デューイ（J．Dewey）に代表される進歩主義教育学者の影響。

　〔3〕学校は，文化的な戦後の世界を創造するために，それ相応の貢献をすべきであるとす

る市民教育協会（Association　for　Education　in　Citizenship）等に代表される圧力団体から

の杜会的要請。

　以上の背景のもとに誕生したS・Sは，イギリスにおいては「1950年代の初期に，少くともア

カデミックでない生徒に適切な一教科として，心細い一時的承認を獲得」（22，9）した。当時

のS・Sに関する記述から，この教科の構造をみてみよう。「トSコースは，最も単純にはフ

歴史科や地理科に分離されている人工的な障害を打破し，それに，法律体系の機能，地方政治

の形態や領域等の知識を授ける公民を付加することによって成立する。」（23，3）
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　この記述の申に，我々は，地理十歴史十公民＝Socia1Studiesという，単なる算術和として

のS・Sの教科構造観をみることができる。諸教科の関遠（corre1atiOn）をはかったにすぎない

教科としての理解である。「シSの名称は，通常，一つの計画的企ての申における歴史，公民，

地理，もし可能ならば国語苧も含む統合コースに適用されている。厳密にいえば，これらは，

単なる関連ではない。なぜなち，各教科が，その独自の本体（1dent1ty）を喪失させることが

S・Sの本質だからである。」（2，190）「現在，我々が，S・Sと呼んでいる教科は，総合

された（synthes1ze）ものである。S1Sは、最も広い意味における生活（L1fe）上の生きて働

く知識を獲得するための大道（broad　h1ghway）である、S・Sの特質は，子供の経験に関連

した生活局面の発見にあり，個々の教科を通してなされる孤立した教科教授とは異質のもので

ある。」（22，9）我々は，上記の二つの記述から、歴史，地理，公民の統合（1ntegrat1on）な

いしは融合（fusion）としてのS・Sの教科構造観を察知できる。

　次に・当臨「歴史，地理，公民にとってかわる（rep1ace）ことを意図された申等学校にお

けるS1Sシラバス」（22，9）の学習テーマとその内容の概観を示そう。

［1コ青少隼の学習

　1a〕イギリスにおける青少年

　　現在一1938年（父の時代）一1914年（おじ

　　いさんの時代）一1840年（ひいおじいさん

　　の時代）一1660隼一1485年一封建時代一サ

　　クソン時代一ローマ時代一前ローマ時代

　1b〕他国の青少年

　　カナダ，申国，オーストラリア，インド

　　イタリア，ノルウエー

［2コ着物の学習

　　（a〕現在…1938年，1921年，1914年…申

　　　　略…　1097年，それ以前

　　1b〕着物のつくられている場所とその理

　　　　由，原料とその供給地，着物への地

　　　　理的影響

［3コ家の学習

　（a〕プレハブ時代，戦前，ヴィクトリア時

　　　代，…申略…ノルマン時代，ローマ時代

　1b）イングランドの地域性と家のタイプ

　　　使用材料と気侯との関係の考察

［4］町と村

　　私達の町と村，近くの町と村，町の歴史

　　と生活，イギリスの主要都市，地名とそ

　　のおこり，新都市と都市計画

［5コ私達の生活と産業

　（alイギリスの主要産業とその所在地，産

　　　業と原料地、気候，運輸との関係，産

　　　業革命の影響

　1b1生計の維持

　　　現在，1900年、1850年，1820年，1750年

［6コ郵便局を見学しよう

　　　国家のサービス，郵便局の仕事，郵便

　　　の歴史，外国への手紙

［7コ地方の政治

　　　地方議会の選挙，地方自治の歴史，地

　　　方政治のサービス

　しかし，以上の様なS・Sの実践も長続きはしなかった、「1950年代の終り頃には，この勇敢

な新しい試みは，ほとんど消滅してしまった。そして再び，歴史科と地理科が支配した。」（22，

！1）S．Sの発生から消滅にいたる推移は，（イ）1944年教育法の通遇を好機に出現し，（口）1950年

代の初期に一応の確立を達成し，？→1955年頃を境いに衰退に向い，H1950年代の未期にはほと

んど消滅したと要約できる。
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　アメリカとは異なりヲイギリスにおいては，「S・Sの考え方に対する敵意は，非常に強烈で，

鋭く，適切に表現され，その結果，すばらしく効果的であった、」（22，11）ロジヤース　（W・

R　Ro〕ers）は，イギリスにおけるS・Sという統合的な新教科の発達を拒んだ要因として，次

の事を指摘している（22，11～17）。

　〔1〕現状のもので（地理科と歴史科で）切り抜けよう、とするイギリスの保守的な国民性。

　〔2〕学者や大学にみられるS・Sないしはそれをささえる杜会諸科学への偏見と軽視。

　〔3〕教科間の争いが激しい国においては，S1Sのような性格の教科は育ちにくい。

　〔4〕　S・Sは，今までG．C．Eの試験教科でなかったため，二流の教科とみなされていた。

　〔5〕教師からの反対：イギリスの多くの教師は，S　l　Sが，現代史（more　recent　history）

や政治的色彩を帯びた時事問題（㎝rrent　prob1em）を取り扱うことを恐れている。そのよう

な教育において，教師は客観的でありえないし，この種の教育は，成人になるまで延期される

のが賢明であるという意見が強いこと。

　〔6〕　S・Sによっては，教育の申で果たしている歴史学や地理学のユニークな貢献が達成

されないとする歴史学者や地理学者からの反対：彼らは，人間と杜会についての理解は、歴史

・科と地理科による個々の学習を通して・最も効果的に達成されるという確信をもっている．、

　ロジャースが指摘する以上の疎害要因の申に，我々はイギリスの杜会認識教育の特色を適格

に理解することができる。日本の様に，社会科という総合的教科を通して歴史教育をおこない，

杜会認識を育成していこうとする考えは，イギリスでは育ちにくいようである、

　しかし，このよらなイギリスの社会的，教育的諸条件の中で発生1消減したこの教科が，今

日再ぴ，申等学校において注目されている。ロジャースは，このような動向を，「S．Sの現状

は，複雑多様であり，かつ流動的状況にある」（22，18）とし，「シSは，イギリスの教育界

で，第二の復活のヂャンスをもっている」（22，24）と要約している。

　現在，イギリスの申等学校において実践されているS．Sを検討する時，我々は，　そこに二

種類のタイプのそれを確認することができる。一つは，足（アカデミックでない，できない”生

徒に適切な教科とみなされ，近くのものに対する過度の強調がみられ（22，126），現代生活の

矛盾等は全然取り上げておらず（22，127）、杜会諸科学の成果や合理的アプローチはほとんど

採用していない（22，127），「1950年代に非常なヘマをしでかし，消滅してしまったS．Sと未

質的には同じ」　（22，125）タイプのそれである。

　他の一つは，現在，ナフイールト財団（Nuff1e1d　Fundat1on）の援助のもとで開発されてい

る例に代表される，杜会諸科学の成果を十分に取り入れ，能力的に劣った生徒のみに隈定せず，

すべての生徒を対象とし，伝統的な地理科ヲ歴史科と同じくらい「厳密（rigOrOuS）かつ挑戦

的（demandmg）である」（22，105）ところの，ロジャースの適切な表現を借りれは，「“the

new　Socia1Studies’’in　Eg1and」（22，108）である。しかし，この新しいS・Sは，まだ少

数であり，21のニューザム報告書（Newtha皿Report1963）への反応として，現在，モタン
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・スクールを申心に実践されているS“は，前者のタイプに属するそれである。　グラマー1

スクールをも含めた，イギリスの申等学校に現在出現しつつある新しいS・Sについての詳細

な考察は，紙面の都合上別稿にゆずりたい。

　以上，S．Sについての概略的考察を試みてきたわけであるが，統合的教科としてのこの教

科の推移の申に，我々は，伝統的な歴史科，地理科では達成できずにいる、之洞物か”を求め

て苦悩するイギリス教育界の努カを察知することができる。

　今まで考察してきたS・Sの申でも，特に，㌦ew　Soc1a1Stud1es”の今後の動向は注目され

ねばならない・、なぜなら・我々は・この新しいタイプのS・Sの申に・伝統的な歴史科・地理

科を越えたところで，生徒に総合的な杜会認識を与え，あわせて，よき市民的資質の育成をは

かろうとする，イギリス歴史教育界の新しい芽を確認できるからである。

結　　語

　以上の考察から，次の事柄が指摘できよう。

　〔1〕　イギリスでは，分化した歴史科，地理科を通して，生徒に総合的な杜会認識を育成し

ようとしている。

　〔2〕杜会認識育成の方向は，分化の方向が以然として堅持されている。しかし，申等学校

におけるSocia1Stud1esの再注目やGenera1Stud1esの登場に象徴されるように，総合の

方向へのきざしも若干は，みえ始めている。

　〔3〕発展系列学習論とイエラ学習論は，内容と方法を，歴史学からの要求と子供（教育学）

からの要求を，科学と教育を，科学体系と指導体系を，うまく調和させようと努力している。

伝統的な年代史学習論への批判としてのこれら両学習論は，歴史教育論に対して教育等の理論

を導入した歴史教育論と要約できる。

　〔4〕発展系列学習論とイエラ学習論は，問題解決学習，経験主義教育の立場に立った歴史

教育（学習）論である。

　〔5〕発展系列学習論は，杜会科における歴史学習論という性質を帯びている。これはあく

までも，既成の教科を通して解決していこうとするイギリスの国民性に帰因している。

　〔6〕　イギリスにおいては，最終学年段階における歴史教育は，市民教育（公民教育）に連

なるものとして考えられる傾向が強い、このことは，発展系列学習論に立脚した歴史教育ヲ

Genera1Stud1esを通しての歴史教育の場合，特に顕著である。　　（1972年9月11日完）

注（1）本小論は，これまでに発表してきた以下の諸論文とそれ以後の新資料を基礎としている。

　　「P　CARPENTER剛STORY醐ACHING・．丁皿E　ERA　APPROAC旺」　日本杜会科教

　　育研究会「杜会科研究」第17号

　　　「イギbスの歴史教育研究一現代の主要な歴史教育論を申心として一」申国四国教育学会編

　　「教育学研究紀要」第15巻
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　　「イギリスの歴史教育研究　　S1xth　Form　（第六学級におけるその現状と問題点一」中国四

　国教育学会編「教育学研究紀要」第16巻

　　「イギリスの歴史教育研究　　M　V　C　Jeffreysの歴史教育論　　」申国四国教育学会編「教

　育学研究紀要」第17巻

　　「イギリスの歴史教育研究一現代の主要な歴史教育論を申心として一」広島大学大学院昭和

　44年度教育学研究科修士論文抄

（2）たとえば，地方史（1oca1h1story）の強調，ヨーロッパ史，英連邦史，世界史の強調，G　C　E

　のOレベル試験科目としての現代史（Modem　History：1919年より現在まで）が1964年に初登場

　した事等がそれである。

（3）ジェフレイズは，現在バーミンガム大学名誉教授であり，1946年から1964年まで，同大学教育学

　部長の要職にあった人である。現在でも精力的な著作活動を続けており，教育に関する多数の著書

　が出版されている。

（4）EWBurbr1dge，PathwayThroughTme，Book1（1938），Book2，3（1952），P1tmanなど。

（5）彼は，9～10才用の発展系列学習のトピックとして，家の発展，輸送手段の発展、農業の発展，

　印刷の発展，旅行の発展のトピックを推奨している（13，35）。
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